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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・病棟乾燥機故障にて現在お金を入れなくても使える状態です。青春にて修理に来るまでそのままでお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・特記事項なし。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～バイタルサイン異常なし。確認すると排尿時痛と陰嚢痛の訴えあり。膿尿あり。

・澤口　優介様～支払いのため単独外出する。本日診察行っている。

・山谷　由香様～生理痛訴え疼痛時の継続指示希望あり。本日診察行っている。

＜小栁Dr.診察情報＞
・松川　順子様～北病棟の環境については「少しずつ慣れてきてます。分からない事はスタッフに聞いてます」と答える。本人希望すればスタッフ付き添いにてよこまち外出許可あり。処方変更なし。

・大久保　すい様～診察時も食事に関して「毒入っている。看護師が入れたの」と被毒妄想あり。処方変更なし。

・山谷　由香様～「風邪がよくなりません」と訴えあり。希死念慮について問われると、しばらく沈黙した後「たまに」「ふと」「色々考えてしまう」と話す。対処法については「シクレストを飲みます」と答えている。
タベジール錠１ｍｇ 2 錠　（1日2回　朝夕食後）は飲み切り終了。他処方継続となる。

・会津　慮子様～　フェルビナクスチックは自分で塗っている。腰痛については「だいぶいい」と話す。処方変更なし。

・春山　知範様～　術後から左胸部ピリピリする感覚と、みぞおちの刺すような痛み、咳嗽時に響く感じがあると訴えあり。右胸部に比べ左胸部の若干の腫脹があり、手で押すと痛みを伴っている。術後から発生している前胸部痛あり、何らかの術後合併症を有している可能性もある事から呼吸器外科の受診を検討。至急採血の指示あり。他処方変更なし。

＜柞木田Dr.診察情報＞
・和田　シュン様～訴えとして「いつも声が聞こえる」。内容としては「体を弱めて退院させない。殺して財産を奪う」など。調子が悪い時には頓服飲むように勧められるが「そったらもん飲みたくねえ」と話す。処方変更なし。

・上村　みわ様～「夏バテしてます。足痛いです」と訴えあり。日中こまめに水分摂取行うよう声掛け行っていく。処方変更なし。

・船場　幸子様～右片頭痛に関しては2、3日前からとのこと。症状ある時は頓服の痛み止めで対応していく。腰の痛みの訴えあり。湿布処方となる。他処方変更なし。

・山下　佳奈様～今回の外泊では生活音は特に気にならなかったとの事。生理中、生理前痛み止めは早めに飲むように伝えられている。漢方は継続。処方変更なし。

・中村　徳子様～今回の外泊では疲労感の訴えはなし。左膝の痛みは変わらずあり、外泊中サポーターを買いに行って装着している。自宅退院出来そうか、の問いには「大丈夫です」と答えている。今後は夫にも話を聞いてみて評価、自宅退院に向け進めていく。処方変更なし。

・澤口　優介様～血液検査の結果、肝機能は回復。急性期を超えてからのアルコール離脱症状としては不眠、イライラ感、倦怠感、頭痛などがあるが本人に確認すると「今全部当てはまります」と答える。入院時には期間について「3週間が限度かなあ…」と話していた。来週の診察以降退院を考えたいと希望あり。
【向】ロラゼパム錠 ０．５ｍｇ「サワイ」 1 錠 1日1回　ねる前 追加となる。

・谷地　敏博様～外泊時のアンケートでは「落ち着きがない」との記載があった。本人に尋ねると「何というか…黙っていられない。気持ち的にソワソワする」との訴えあり。
【向】リボトリール錠０．５ｍｇ 1 錠　1日1回　ねる前 追加となる。眠そうな様子があれば報告、記録に残すように。

・中居　敬悦様～肩はたまに痛いが上に上がるようになってきた。湿布は自己管理。無くなりそうであればスタッフに声掛けするように伝えている。処方変更なし。

・出河　攻様～調子については変わらない。眠気の訴えもなし。眼科受診に関しては1ヶ月後近くなったら申請していく。処方変更なし。

＜金Dr.診察情報＞　本日金Dr　休み
